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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。 

 本日は休会の日でありますが、議事の都合に

より特に会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 なお、中井 晃健康課長が欠席のため、田村 

明健康課補佐が出席しておりますので、ご報告

いたします。 

 本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第２号をもって進めます。 

 なお、この日程につきましては、昨日開催さ

れました議会運営委員会にお諮りし内定を見て

おりますので、ご了承お願いいたします。 

 また、さきに配付しました議事日程第２号及

び第３号は、それぞれ議事日程第３号及び第４

号に繰り下げることになりますので、ご了承願

います。 

 お諮りいたします。これより上程いたします

日程第１ 議案第104号は、委員会付託を省略

し、全員でご審議願いたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○町田義昭議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第１ 議案第１０４号 平成 

 ２１年度長井市一般会計補正予算 

 第８号 

 

 

○町田義昭議長 それでは、日程第１ 議案第

104号 平成21年度長井市一般会計補正予算第

８号の１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 議案第104号 平成21年度長井市一般会計補

正予算第８号についてご説明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に882万円を追加いたしまして、予

算の総額を歳入歳出それぞれ113億6,999万

2,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正の歳出につきましては、新型

インフルエンザワクチン接種費用助成金882万

円を追加いたすものでございます。 

 また、歳入につきましては、普通交付税882

万円を追加いたすものでございます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○町田義昭議長 提案者の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 田村健康課補佐にお伺

いいたしますが、きょうちょうど国会が閉会さ

れる日なんですね。それまでに新型インフルエ

ンザワクチン副作用被害補償法案というのが出

されていて、委員会は可決しているんですね、

衆議院の委員会は。きょう閉会ですから本会議

にもかからないようですし、それが法案が成立

する可能性はゼロだというふうに私は見ている

んですね。インフルエンザの予防接種というの

は副作用が心配なのでこういう法案を準備した

わけでありますが、今回は任意の接種を集団的

にするということでありますから、それぞれの

保護者の方に同意書をもらって多分接種するの

ではないかなというふうに思いますが、要する

に事故がないわけじゃないんですね、ワクチン
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の接種というのは、薬としては劇薬の部分に入

るわけですから。その場合に、事故があった場

合には補助の予算は組むけれども、市はそこの

部分には多分かかわらないんでないかというふ

うに思うんですね。それで、事故があった場合

には自己責任でというふうになるのではないか

というふうに私は思うんですけども、いかがで

しょうか。 

○町田義昭議長 田村 明健康課補佐。 

○田村 明健康課補佐 お答えいたします。 

 今回新型インフルエンザワクチン接種は、国

と医療機関が委託契約をいたしております。そ

の中で賠償責任という項目が規定されておりま

す。ちょっと読み上げさせていただきます。 

 賠償責任。第６条、甲は、甲というのは厚生

大臣でございます、甲は、接種に関して被接種

者の生命または身体に損害が生じたときは、そ

の損害が接種を担当した乙、乙というのは医療

機関でございます、乙または乙の従業員の故意

または過失による場合にも国家賠償法の範囲内

で賠償責任を負うものとする、こういう委託契

約の内容でございますので、もしそういうこと

になった場合には国が国家賠償法の中で賠償責

任を負うものと考えます。以上でございます。 

○町田義昭議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 新型インフルエンザワ

クチンのその賠償責任の副作用の被害に対する

法律が確立していなくても、今のは要するに一

般に予防接種をする者に対する賠償責任という

考え方になるんでしょうか、新型インフルエン

ザということだけでなく、その辺はどうなんで

しょうか。 

○町田義昭議長 田村 明健康課補佐。 

○田村 明健康課補佐 今申し上げたのは、新型

インフルエンザワクチンの接種に関する委託契

約でございます。 

○町田義昭議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 もう１点だけお聞かせ

願いたいと思いますが、3,675人対象者全額補

助者を除いて８割方ぐらいの人が接種するよう

に見込んだ助成金だと思いますが、この部分に

対して10ミリリットルの容器に入ってくるので、

就学前であれば0.2ミリリットル、きのう聞い

たんですけどね、入学した子供は0.3ミリリッ

トル、13歳以上は、中学生の部分は大人と同様

の0.5ミリリットルというふうに、こうなって

いるわけですが、それぞれの接種量が違うわけ

ですけども、ワクチンとしては申し込みが幼児

の部分、小学生の部分、中学生の部分というの

はばらつきがあっても間に合う分ワクチンが入

るというような見込みでありますか。 

○町田義昭議長 田村 明健康課補佐。 

○田村 明健康課補佐 現在、県を通して集団接

種に係るワクチンは優先的に配分するというこ

とで、今回計画いたしましたワクチンに関して

は十分対応できると考えております。足りなく

なるということはないと考えております。 

○町田義昭議長 11番、大沼 久議員。 

○１１番 大沼 久議員 今回の議案につきまし

ては、きのうの厚生常任委員会協議会終わるま

で何の疑問もなく、大変いいことだなというこ

とで考えておったんですが、うちへ帰ってみま

したところ、私のうちの５名の該当者がいるん

ですが、その申込書を見てみたところ、助成す

るということが書かれておらない申し込みであ

ったんです。 

 嫁に聞いたところ、「普通インフルエンザの

予防接種をしたばっかりで、また新型インフル

エンザの予防接種をしなきゃならないとお金が

かかるから申し込まないや」と、こういう話で

したので、よく見てみましたら、申し込みが本

日までということになっておったんです。それ

でまた一言余計言ったかもわかりませんが、嫁

に「何で申し込まないんだ」と言ったら、ぶつ

ぶつ言いながら会社に行ってしまったんで連絡

とれなくなったんですが、こんなことがあって、
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ひとつこれまでの経過でこのことを議決するま

でに至る経過に何か欠落があったんではなかろ

うか、そのように思いますし、今後どう3,000

円の助成に対しての周知をされるのか、この件

について市長にお伺いしたいと思います。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 大沼議員ご指摘のとおり、きのうまで通知を

しなきゃいけなかったと。そしてこのたび一番

早い集団的接種が12月の６日なもんですから、

提案をせずに議決いただく前に補助があるとい

うことを周知することができないということか

ら、この後にまた学校を通じて、あるいは児童

センター、保育園、幼稚園のご協力いただいて

１回目については3,600円のところを2,000円補

助、そして２回目については2,550円のところ

を1,000円補助ということで、合計で3,000円の

補助をさせていただくというところを議決いた

だいたら周知させていただくしかないんではな

いかというふうに考えているところでございま

す。 

 また、本来であればもう少し早くに決断し、

そして補助を今回の定例会の冒頭でご提案でき

ればよかったんですが、残念ながら集団的接種

を行うための学校、児童センター、保育園、幼

稚園、また個人開業医との医師会を通じて調整

になかなか時間がかかりました。西置賜では、

例えば白鷹、飯豊、小国については集団的接種

を行うということで早々と決定したわけでござ

いますが、長井市の場合は医師会に加入されて

いる個人医が非常に多くございまして、やっぱ

りさまざまな考え方があったということから、

残念ながら努力したんですが集団的接種できる

体制をとるまでに時間がかかったということで、

このたびはちょっとおくれてしまったなという

ふうに思っているところでございます。 

 なお、この集団的接種を行うことが必要だと

いう判断に至った理由でございますが、各保護

者の皆様から市の方に、「ワクチンの予防接種

を受けたいんだけどもなかなか予約がとれな

い」という相談の電話が相次ぎまして、集団的

接種というのはそれぞれ協力体制をとらないと

いけないもんですからなかなか難しいわけでご

ざいますが、ご案内のとおり、基本が10ミリリ

ットルの容器でのワクチンでございます。年齢

によって差があるわけですが、中学生以上の大

人でも１人分は0.5ミリでありますので、そう

いったことから個人医といたしましてはやっぱ

り１日以内にそれを使わなきゃいけないという

ことで、効率性から考えるとやはり集団的な接

種が必要ということを判断し、そんなことでち

ょっと調整時間かかったということで申しわけ

なく思っております。以上でございます。 

○町田義昭議長 11番、大沼 久議員。 

○１１番 大沼 久議員 今の答弁でありますと、

実に市の主導が入ってないと。県ではもう既に

早目に決めているわけです。したがって、その

予測が立つならば、もう少し早目に手を打つこ

とができたのではないかというふうに思います

けども、その辺については医師会の調整という

お話でございますから、ほかの相手があること

でありますので、もう少しその今後の周知の方

法が締め切り日がもうきょうになっている、き

のうが締め切り日だった西根小学校なんか見て

いますと、やはりそれをどうこれから回復して

いくかの案が非常に手薄いように思いますので、

もう一度ご答弁願います。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 周知の方法については再度検討させていただ

きますが、まずは学校、児童センター、保育園、

それから幼稚園、また児童センター、幼稚園、

保育園等々に就園されていないお子様もいらっ

しゃるわけでございますので、そういった方も

含めてその周知の方法を再度検討し、また今回

の集団的接種で小学校６年までは保護者が同伴
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しなきゃいけないと。同意書だけでは接種でき

ませんので、保護者の同行が必要だということ

で、このたびの集団的接種を受けられないお子

様も多数いらっしゃるのじゃないかということ

で、それらの対応についても今後検討しなけれ

ばならないというふうに思っております。 

○町田義昭議長 11番、大沼 久議員。 

○１１番 大沼 久議員 現在、休園していると

ころとか、学級閉鎖をしているところもあるん

です。そういうものも加味したら、もう少し熱

意のある対応の仕方を望みたいので、その辺の

市長の意見をお願いします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 大沼議員からそういうふうに私

の誠意ある対応ということでございますが、や

はりワクチンの送付の期間と、それからそれぞ

れ協力いただく医院の方の対応が後手後手に回

ったということで非常に反省しております。き

のう、おとといと、私と副市長、手分けしてそ

れぞれご協力いただく医院の皆様方に事情をお

話ししながらご協力をいただいて、やっときの

う、おおといあたりに体制を固めることができ

たということで、これらの対応については今後

の教訓にさせていただきたいと思います。 

 そして、議員ご指摘の周知の方法でございま

すが、特別にチラシ等をつくって、そして対象

となる今回は3,750名程度のお子様を対象とし

て見ておりますが、全員にきちんと接種のいろ

んな仕方あるいは今回議決いただく助成の内容

についてもお知らせしながら、不安のないよう

に、そして子育て支援あるいは学校教育、また

そういった児童センター、保育園、幼稚園の就

園に支障の出ないように全力で検討して対応し

てまいりたいと思いますので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

○町田義昭議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 10番、髙橋孝夫議員。 

○１０番 髙橋孝夫議員 せっかくいい制度をつ

くるわけですから、きちっとなるようにという

意味で何点かお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 １つは、今ほどの大沼議員とちょっと関連を

しますけれども、申し込みがきょうまでとかき

のうまでとかって実際なっていて、出さない人

もいるわけですね、まあ受けないと。ただ、こ

の助成がある、ないというのはわからない段階

での判断ですから、きのうのこの厚生常任委員

会協議会の資料をいただくと、より多くの人に

やっぱり受けてもらいたいのだという趣旨を考

えれば、もう一回こういうことで助成措置もす

るからということで、出さなかった人にも、い

わゆる申し込まなかった人にももう一回周知を

するということが必要だと思いますけれども、

そこについては市長から後ほどお聞かせをいた

だきたいと思います。 

 ２つ目は、これは田村健康課補佐にお伺いし

ますけれども、費用の精算の問題です。いただ

きましたこの資料によりますと、実施要綱のと

ころでいうと、助成金の支払いということで第

６条に規定をしているわけですけれども、やり

方としては、そうすると親はというか、当該の

児童は差額分を持っていけばいいということに

なるのかどうなのか、ちょっと判明しないんで

す。これ直接多分、市から医療機関に例えば２

回受ければ3,000円分を支払いするということ

になるんだと思うんですけれども、この文面か

らいうと。だけど個人負担あるわけで、それは

どういうふうに精算をしていくのかについてお

聞かせをいただきたいと思います。 

 あともう一つですが、先ほど蒲生吉夫議員か

らあった話ですけれども、保育園の園児に渡っ

た文書を見ますと、この裏側にワクチンの接種

の効果とリスクということが書かれています。

これはかなり重要なことが書かれているんです

ね。「今回このインフルエンザのワクチンを接

種しても、接種したからといって必ずかからな
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いわけではない」ということであるとか、ある

いは「接種後腕がはれたり熱が出るなどの症状

が見られたりするほか、重篤な症状を引き起こ

す可能性もある。リスクを100％排除できな

い」ということが書かれています。 

 これっていうと、そこまでかかるかもしれな

い、受けてもかかるかもしれないし、それでも

申し込まれれば受けますよということだと思う

んですが、先ほど田村健康課補佐が言われた国

家賠償法には、この部分は当たらないのでない

かと私は思うんですけれども、これはもう一度

この見解をお聞きをしておきたいと思います。 

 それから３つ目ですが、これは福祉事務所長

と教育長にお伺いしますが、学校とか施設で受

ける場合は、これ問題ないと思います。ただ、

例えば吉川記念病院であるとか、なかさとクリ

ニックであるとか、さとう小児科であるとかに

来てくださいと、そこで接種しますということ

が幾つかあるようです。この場合、園児やある

いは児童生徒をどういう方法で送り迎えするの

かというところはどう考えておられるのか、お

聞かせをいただきたいと思います。 

 最後ですが、この日程いただきました、１回

目、２回目。ここで小学校までは同伴なんです

ね、親が同伴しなきゃいけない。どうしてもこ

の日程難しいというふうになった場合、この期

間内であれば、どこかに行けばやってもらえる

ということになるのかどうか、お聞かせをいた

だきたいと思います。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私の方からは、４点ほど質問あ

ったと思うんですが、まず最初のこれからの、

大沼議員からもあったように、接種の通知の方

法、また今回集団的接種できなかった場合の対

応、それらについてをちょっとお話ししたいと

思います。 

 まず、県内の補助の状況でございますが、置

賜では西置賜の白鷹、飯豊、小国が半額の補助、

それから高畠町が2,000円の補助、それ以外の

米沢、南陽などは集団的接種はするものの補助

は考えていないということでございます。あと、

市の中では西村山の寒河江市と、それからやは

り北村山の東根、村山、それから上山が市とし

て補助するところだというふうに思っておりま

す。そんなことで、ちょっと補助についても最

後までいろいろ検討させていただいて、置賜で

は長井だけでございますが、やはり少しでも子

育て支援とかあるいは教育にきちんと対応でき

るようにということで補助を決定したところで

ございますが、今回の日程を決める際、実はこ

ちらから、いついつ以降、何日以降ご協力いた

だけないかということの具体的なお願いは、医

師会通じて個人医院の先生方にもお願いできま

せんでした。むしろいつだとご協力いただける

んでしょうかというふうにせざるを得なかった

と。残念ながら米沢のような体制がとれればよ

かったんですが、医師会との調整がきちんとで

きなかったということで反省しております。 

 そんなことから、今、いわゆる学級閉鎖等々

の措置をしている平野、伊佐沢、豊田、致芳の

小学校とか児童センター等々には、そういった

ことで全く通知が行かないケースもありますし、

また補助についてもお知らせすることができな

いということですので、再度きちんと今後の対

応については検討してまいりたいというふうに

思いますので、よろしくご理解を賜りたいと思

います。 

 なお、私の考えといたしましては、吉川病院

となかさとクリニックとさとう小児科の方です

ね、小児科の医院なもんですから常時受け付け

ている状況でございます。それ以外は基本的に

はワクチンの接種については、場合によっては

お断りしていることもあるというふうに聞いて

おりますので、特に吉川病院については体制が

整っているということから、吉川病院あるいは

中里先生、佐藤先生の方にその後お願いすると
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いう案もございますが、できれば休日とか夜間

にやはり保護者が連れてこなきゃいけないとい

うことになりますので、１回か２回ぐらいのや

っぱり集団的接種できるような準備をする必要

があるんではないかと考えているところでござ

います。私の方からは以上です。 

○町田義昭議長 田村 明健康課補佐。 

○田村 明健康課補佐 髙橋議員のご質問にお答

えいたします。 

 まず、第１点目の要綱の第６条の方の助成の

仕方についてでございますが、ワクチンを接種

した際に軽減した金額を医療機関の方にお支払

いいただくことになります。ですから、１回目

の場合は3,600円から2,000円を引いた1,600円

の支払いをしていただくということになります。

後で医療機関の方から2,000円の請求を市にい

ただくという形になります。 

 それから、２点目の質問ですが、新型インフ

ルエンザに限らず、季節性インフルエンザにつ

いてもリスクはございます。同じようなリスク

であると言われています。ですから、今回新型

インフルエンザ、特別にその副作用、副反応で

重篤化になるということは余り予想できないん

ですが、もしそうなった場合、季節性インフル

エンザ等の場合はそうなった場合、審査会とい

うのがございまして、そこで保健所さん等、そ

れから医療機関の代表等で判断していただいて、

該当するとなれば賠償責任ということになるか

と思います。つたない説明で申しわけありませ

んが、これでお答えとさせていただきます。 

○町田義昭議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 髙橋孝夫議員のご質問、学校

以外の医療機関で接種する場合の子供の送迎に

ついてですが、まず吉川記念病院で接種するの

は長井小学校の１年生、それに西根小学校にな

っています。平野小学校はなかさとクリニック

ということで、保護者に学校の方に迎えにきて

もらって病院の方に行ってもらうというふうに

なると思います。 

 その期間に受けられなかった子供ということ

ですけども、さっき市長の方からもありました

が、今、学級閉鎖で連絡のつかない子供さんも

おられますし、補助の問題も出てきていますの

で、それについてのやっぱり周知徹底を図りな

がら、第２弾というようなことでの集団接種を

する必要があるんじゃないのかなというふうに

は思っています。その期間に受けられなかった

子供がほかの病院に行く場合には個人接種にな

るということで、医療機関との調整が必要だと

いうようなことですので、やっぱり第２弾が必

要なのかなというふうには思っています。以上

です。 

○町田義昭議長 船山祐子福祉事務所長。 

○船山祐子福祉事務所長 お答えいたします。 

 児童センターと保育園等の医療機関での実施

するところは、西根児童センター、致芳児童セ

ンター、清水保育園、めぐみ幼稚園、小桜幼稚

園が吉川記念病院で、白ゆり保育園は中村先生、

はなぞのはさとう小児科、白山保育園は吉川記

念病院というふうなことで、会場が異なります。 

 対応ですけれども、今、教育長が申し上げま

したとおりに、原則的に保護者同伴でございま

すので、保護者が指定された時間に各医療機関

に出向いて行うということになっております。

また、集団接種、体調悪いとかそのとき受けら

れなかった方に対しましては、教育長申し上げ

たとおりに個別接種になりますので、医療機関

等と調整をした上でというふうなことになるか

と考えております。以上でございます。 

○町田義昭議長 10番、髙橋孝夫議員。 

○１０番 髙橋孝夫議員 それぞれお答えをいた

だきました。それで私は了とします。せっかく

こういう制度をつくるわけですから、やっぱり

受けたい人がちゃんと受けられるように、そう

いう配慮をぜひしていただきたいことだけ申し

上げておきたいと思います。 
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○町田義昭議長 ６番、蒲生光男議員。 

○６番 蒲生光男議員 市長から何か大分広範に

わたって学級閉鎖等があるような話なんですが、

せっかくこういう話題なんで、今の最新の状況

ですね、それをちょっと報告ください。また、

最新のいわゆる罹患者数、これについては何人

か。それから今回の3,675人の中の８割を対象

にしているわけですけれども、既に罹患した児

童については、この接種というのは必要ないと

いうことになると思うんですけれども、その点

についてお答えください。 

○町田義昭議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 市内の小中学校の罹患の状況

についてお話をさせていただきますが、今現在、

無傷の学校はありません。第２弾の学校が西根

小学校の４年生、豊田小学校の３年生が２回目

になっています。罹患の状況ですけども、小学

校の方は罹患者数が483名で30.6％、中学校の

方は286名で31.1％、これきのう現在の数字で

す。１回罹患した子供は免疫があるということ

で、ワクチン接種は必要ないというような話を

聞いているところです。以上です。 

○町田義昭議長 ６番、蒲生光男議員。 

○６番 蒲生光男議員 きのう厚生委員会協議会

の中でそういう説明があったかどうかなんです

けども、今の話はないですよ。申し込みの期限

がきょうになっていたというのは私きょう初め

てお聞きしたもんですから、何だそういう状況

かと。そういうことについても協議会の中で報

告をしていただくということが必要だったんで

はないのかなというふうに私思うんですよね。

髙橋議員の方から再接種の要望も出てそれなり

のご答弁もいただいておりますから、それはそ

れでいいと思うんですが、大沼議員からもあっ

たように今回のことについてはそういう教訓を

十分生かしていただくということをお願いして

おきたいと思います。以上です。 

○町田義昭議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○町田義昭議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結し、討論を行います。ご意見ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○町田義昭議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第104号は、原案のとおり決するに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○町田義昭議長 起立全員であります。 

 よって、議案第104号は、原案のとおり決定

いたしました。 

 

 

   散     会 

 

 

○町田義昭議長 本日は、これをもって散会いた

します。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午前１０時３９分 散会 

 




